
（〇〇教育委員会）

No.
職員
番号 氏　　　名

ふ　り　が　な 勤務校（分校） 研修者
中・義(後)
のみ教科名
（小は空欄）

採用
年度

備　考

1 111111 紅　　秀子
べ に し ゅ う こ

〇〇市立◆◆小学校 ○ H30

2 334455 舞鶴
まいづる

　太郎
た ろ う

〇〇市立◆◆小学校 ○ H26
令和３年度～令和４年度受講
延期
除算２年

3 444444 天童
てんどう

　花子
は な こ

〇〇市立◆◆小学校 H30
除算２年
（令和７年度受講予定）

4 445566 最上
も が み

　美子
よ し こ

〇〇市立◆◆小学校 △ H30
延期願あり
育児休業中のため
（令和６年度受講予定）

5 556677 蔵王
ざ お う

　　傑
すぐる

〇〇市立◆◆小学校 ○ R2 私立経験２年

6 666666 鳥海
とりうみ

日向子
ひ な こ

〇〇市立◆◆学園（前期） R3
他県経験３年　除算１年
（令和６年度受講予定）

7 777777 倉津
く ら つ

　仙
せん

太
た

〇〇市立◆◆小学校 □ R5
他県経験7年
●●県で受講済み
免除願あり

8 112233 月山
がっさん

　竹子
た け こ

〇〇市立◆◆中学校 ○ 家庭 H28 除算２年

9 222222 米澤
よねざわ

　　恋
こい

〇〇市立◆◆中学校 △ 英語 H28
除算２年　延期願あり
育児休業中のため
（令和６年度受講予定）

10 223344 山元
やまもと

　　泉
いずみ

〇〇市立◆◆中学校 △ 数学 H29
延期継続　育児休業中のため
（令和６年度受講予定）

11 333444 山形
やまがた

　紅子
べ に こ

〇〇市立◆◆学園（後期） ○ 美術 H29 令和４年度受講延期

12 555555 犬倉
いぬくら

　専子
せ ん こ

〇〇市立◆◆中学校 △ 保体 R1
他県経験１年　延期願あり
育児休業中のため
（令和６年度受講予定）

以下余白

【見本】様式 １－２（小中義５年研）

令和５年度小学校・中学校・義務教育学校
教職５年経験者研修　研修対象に関わる名簿

小中義５年研の例

教科名は5年研の中学校・義務教育学

校のみ記載

様式１－２の記入について ※全て「学校一覧」の順番で記載してください。

各学校から提出されたデータを、「学校一覧」の

順にコピー＆ペーストしてください。

人数が多い場合など、シートをコピーして小と中

を分けて記載しても構いません。

【５年研】
１ 令和５年４月１日現在の教職５年経験者研修について、以下の項目のいずれかに該当する者を記入すること。

① 教諭等の在職期間が５年を経過する「平成３０年度初任者研修受講者」。

② 平成２９年度以前に採用され、育休・休職等による除算により令和５年度に研修対象となる者。

③ 令和元年度以降の採用者の中で、他県経験等を含め、教諭等の在職期間が５年を経過し、令和５年度に研修対象となる者。

④ 令和５年度新規採用者で他県経験等６～９年の者。（状況によって免除願提出可）

⑤ 昨年度までの研修対象者で、これまで受講を延期していた者。

※ 研修対象者は、「中堅教諭等資質向上研修」に準じ、概要及び資料１（p.17）、資料２（p.18）により特定すること。

２ 上記①に関し、除算期間により、令和５年度に受講しない場合は、備考の欄に、「受講対象外（令和●年度受講予定）」「除算●年」と記入する。

３ 上記②に関し、備考の欄に「除算●年」と記入する。

４ 上記③に関し、他県経験等に該当する者について、備考の欄に「他県経験●年、除算●年」と記入する。

５ 上記④に関し、他県等で、本県の５年研に相当する研修を受講済みであるなどの場合は、免除願を提出することができる。その際、受講した旨が

わかる資料の写しを添付すること。ただし、免除となるかどうかについては、県教育センター所長の判断によるものとする。

６ 上記⑤に関し、備考の欄に「●年度受講延期」「除算●年」と記入する。

７ 受講を延期する場合には、備考の欄に「延期願あり」と記入し、延期願を提出すること。その際、理由と受講予定年度を明記し、研修者の欄に△印を

記入すること。また、令和４年度までに延期願を出しており、令和５年度にも延期を継続する場合は、備考に「延期継続」と記入し、同様に延期願を提

出すること。

【中堅研】
１ 令和５年４月１日現在の中堅教諭等資質向上研修について、以下の項目のいずれかに該当する者を記入すること。

① 教諭等の在職期間が１０年を経過する「平成２５年度初任者研修受講者」。

② 平成２４年度以前に採用され、育休・休職等による除算により令和５年度に研修対象となる者。

③ 平成２６年度以降の採用者の中で、他県経験等を含め、教諭等の在職期間が１０年を経過し、令和５年度に研修対象となる者。

④ 昨年度までの研修対象者で、これまで受講を延期していた者。

※ 研修対象者は、概要及び資料１（p.17）、資料２（p.18）により特定すること。

２ 上記①に関し、除算期間により、令和５年度に受講しない場合は、備考の欄に、「受講対象外（令和●年度受講予定）」「除算●年」と記入する。

３ 上記②に関し、備考の欄に「除算●年」と記入する。

４ 上記③に関し、他県経験等に該当する者について、備考の欄に「他県経験●年、除算●年」と記入する。

５ 上記④に関し、備考の欄に「●年度受講延期」「除算●年」と記入する。

６ 受講を延期する場合には、備考の欄に「延期願あり」と記入し、延期願を提出すること。その際、理由と受講予定年度を明記し、研修者の欄に△印を

記入すること。また、令和４年度までに延期願を出しており、令和５年度にも延期を継続する場合は、備考に「延期継続」と記入し、同様に延期願を提

出すること。

【中長期研】
１ 令和５年４月１日現在の令和５年度山形県教職中長期経験者研修対象者について記入すること。

２ 研修対象者は、実施要項第２項及び別表（p.64）によること。

３ 実施要項第２項（１）の（ａ）～（ｄ）に該当する場合は、備考の欄に「免除希望」と記入し、その理由を明記すること。（免除願の提出は不要）

４ 実施要項第２項（２）に該当する場合は、備考の欄に延期願と記入し、延期願（延期願様式）を提出すること。その際、理由と受講予定年度を

明記すること。また、令和４年度までに延期願を出しており、令和５年度にも延期を継続する場合は、備考に「延期継続」と記入し、同様に延期願を

提出すること。

【ステージアップ研】
１ 令和５年４月１日現在のステージアップ研修の研修対象者の中で、今年度の受講を希望する研修者がいる場合のみ記入し、提出すること。

２ 研修者は、概要により特定すること。

３ 学校名については、研修者の所属する学校名、分校名を記入し、高等学校においては、全日制・定時制・通信制の該当するものについても○をつける

こと。

４ 中堅研受講済年度の欄には、研修者が受講した中堅研の年度を記入すること。

５ ステージアップ研修受講該当年度の最終年度（p.53 別表参照）においても受講が難しい場合は、延期願を提出すること。その際、備考の欄に「延期

願あり」と記入し、その理由と受講予定年度も明記すること。

６ 前年度までに延期願を出しており、さらに延期を継続する場合は、備考に「延期継続」と記入し、同様に延期願を提出すること。

※ 令和３～令和４年度において該当者はいない。

【共通】
１ それぞれの様式にある注意書き（セルを選択すると表示）に従って記入すること。

２ すべての欄は、同上であっても省略せずに記入すること。「〃」など記入しない。


